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1．序論
　日本バスケットボール協会はJOCの指導の下、ジュニア
期（小学生～高校生時代）からの育成指導に一貫指導シス
テム（以下エンデバー制度）を構築した。
　エンデバー（一貫指導部）の業務内容は「技術向上の普
及」「指導者の育成」「選手の発掘・育成」「バスケットボー
ルの普及」となっている。しかし、諸外国の一貫育成制度
と比べれば、日本の一貫指導システムはスタートしたぱか
りで、指導内容も洗練されていない。またアテネオリンピッ
クでの団体揮技のメダル数がわずか2個という結果からも
団体競技における育成状況が遅れていることを示している。
このことから国際競技力の向上のためにエンデバー制度の
質的向上を推進することが望まれると考える。
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2．研究目的
　本研究の目的は以下の通りである。
①エンデバー制度を効果的に実施するための評価因子を明
らかにすること。
②より効果を上げるために、エンデバー制度へ提案を試み
ること。
4　エンデバー制度の評価因子に関する調査
　制度（システム）評価に関連すると思われる構成要素の
’文献調査を実施し、エンデバーの関係者や日本協会関係者
にインタビュー調査を行い、制度のより具体的な構成要素
について回答を得た。
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国際競技カ　　競技カ向上　　地域性
実施頻度　全体性・均等性　指導方針
中学・高枝の枠　旧報交換　協会の主導性制度の認識制度実施以前との邊い地域分類方法
遺営体制　　　実施規模　　選手の選抜
設備・予算　　選手の招集　　長身選手
3．研究方法
研究方法は次の通りである。
①文献調査により制度（システム）評価に必要な要素を抽
　出
②エンデバー制度設立の関係者から、①をもとにエンデ
　バー制度の評価要素を抽出
③②をもとに質問文を作成し、調査用紙を編成
④全国のエンデバー育成委員とエンデバーコーチを対象に
　質問紙調査
⑤④の結果に基づいて分析をし、エンデバー制度の評価因
　子を抽出
⑥⑤の評価因子をもとにエンデバー制度の試案を作成
⑦試案をもとにエンデバー関係者・日本バスケットボール
　協会関係者に訪問調査
⑧試案に対する修正案の作成を提案
　上に示されたエンデバー制度の構成要素をもとに質問項
目を作成し、全国のエンデバー育成委員（約600名に）質問
紙調査を実施した。そして、項目分析、G－P分析により分
析対象になる項目を抽出・因子分析により制度の評価因子
の抽出・重回帰分析による各因子の影響力の抽出を行った。
その結果、情報の共有を主とする「連携」制度評価への影
響力が一番高い「競技力向上」スケジュール調整やスタッ
フの確保を主とする「人材調整」をエンデバー制度の評価
因子として抽出した。
5．試案の提示
　抽出された各評価因子に関連する案を作成し、エンデ
バー委員に3つの案について、現状を踏まえ、実用化に向
けたインタビュー調査を実施した。そして、各案の修正を
行い、エンデバー制度への提案とした。
その結果を以下に示す。
・日本協会は情報交換用の窓口を設け、各地方協会にその
　目的意図の伝達を行うこと
・日本協会は選手の育成に対する分析・評価の基準を提示
　し導入すること
・発掘された選手の情報を提供すること
・育成過程の選手の状況を蓄積すること
・伝達研修会の内容の充実を図ること
・指導者がエンデバーのために指導時間を割くこと
・エンデバーを実施するための様々な工夫やスケジュール
　の調整方法を実施モデルに追加し、その内容を充実させ
　ること
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